
初回カウンセリング（インテーク）から 

継続カウンセリングにつなげるためのフローチャート 

 

① お客様の主訴（お悩み） 

 

 

 

 

② お客様の現在の状況 

 

 

 

 

 

③ お客様の目標（理想の未来） 

 

 

 

 

 

④ お客様のお悩みの根本原因 

 

 

 

 

 

⑤ 根本原因とお客様の今とのつながりの説明 

 

 

 

 

 

⑥ カウンセリングで提供できること・できないことの説明 

 

 

 

 

 

⑦ 継続カウンセリングについてのご提案（お客様に未来に対する希望を持っていただく） 

 

カウンセリングでできることと 

できないことを明確に伝え、 

同意を得ておきましょう 

 
要約の技法で確認！（事実+感情） 

お客様が「そうなんです」と答える→ひとまずOK 

 

５W1Hを駆使しながら具体的にお客様の状況を 

具体的に理解していく。どうしても質問が多くなるので 

感情への応答を多めにする事を意識して！ 

 

どう考えても現実離れしすぎている時は 

対話をして、目標を修正させてあげてください 

（例）「１０００年前にタイムワープしたい」→無理 

 

家族、職場、友人、現在、過去・・・。 

どういう「同じ状況・思考・行動・結果の繰り返し」ありますか？ 

※通常、大小さまざまな複数のビリーフが存在しています。 

また、ビリーフの下に違うビリーフが隠れています。 

一番根本のビリーフは？ 

 

状況・思考・感情・行動・結果のパターンに沿って 

「ビリーフ」と「現在のお客様のお悩み」の因果関係を

分かりやすくお客様に説明してあげましょう 

① 当事者意識がある 

② 問題の根本と現在のお悩みの因果関係が理解できている 

③ 問題を解決するためには、あなたのカウンセリングを受ける必要がある 

この３つがお客様に伝わっていれば、自然と継続カウンセリングの話になるはずです 


